
 

新
入
生
研
修
〇 

 

 

      

４
月
９
日
に
、
平
成
30
年
度
第

58
回
文
徳
高
等
学
校
入
学
式
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
開
式
の
後
、
国

家
斉
唱
、
入
学
許
可
と
続
き
、
学
校

長
式
辞
で
は
荒
木
校
長
か
ら
次
の
よ

う
な
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

「本
日
、
397
名
の
生
徒
の
皆
さ
ん

が
入
学
さ
れ
ま
し
た
。
文
徳
高
校
の

『文
』は
『学
問
』、
『徳
』は
『真
っ
直
ぐ

な
心
』を
意
味
し
ま
す
。
学
問
に
よ
っ

て
未
来
を
興
し
、
豊
か
な
人
間
性
を

育
ん
で
行
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

我
々
、
教
職
員
は
、
『叶
え
ま
す
、
あ

な
た
の
夢
』
『
鍛
え
よ
う
、
体
・
徳
・

知
』を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
全
力
で
皆
さ

ん
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
そ
こ
で
、

皆
さ
ん
に
は
次
の
三
つ
の
こ
と
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

一
つ
目
は
、
近
道
を
せ
ず
、
何
事 

 

             

            

  

    

              

も
挑
戦
し
続
け
る
こ
と
で
す
。
人
間

は
失
敗
や
挫
折
を
経
験
す
る
こ
と
で
、

成
長
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
中
に
は
、

文
徳
高
校
が
第
一
志
望
で
な
い
人
も

お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
で
す
が
、
後

ろ
向
き
に
な
る
こ
と
な
く
前
向
き
に

挑
戦
す
る
こ
と
で
、
人
間
性
を
磨
い

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

 

二
つ
目
は
、
規
律
あ
る
行
動
を
と

る
こ
と
で
す
。
時
間
を
守
る
、
挨
拶

を
す
る
、
い
じ
め
を
し
な
い
。
こ
う

し
た
姿
勢
は
、
今
後
の
よ
り
よ
い
生

き
方
に
繋
が
り
ま
す
。 

 

三
つ
目
は
、
良
き
友
を
作
る
こ
と

で
す
。
生
涯
付
き
合
え
る
よ
う
な
友
、

そ
れ
は
一
生
を
支
え
る
財
産
で
す
。

強
い
絆
の
友
情
が
生
ま
れ
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
文
徳
高
校
で
の
３
年
間
で
、

○            

揺
る
ぎ
な
い
意
志
と
行
動
力
を
身
に

付
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
具
体

的
な
目
標
を
定
め
、
そ
れ
に
向
か
っ

て
弛
ま
ぬ
努
力
を
続
け
て
く
だ
さ

い
。
」 

 

理
事
長
祝
辞
で
は
中
山
理
事
長
よ

り
、
江
戸
時
代
末
期
の
志
士
、
橋
本

左
内
が
15
歳
で
著
し
た
『啓
発
録
』

の
紹
介
が
あ
り
、
「
高
校
３
年
間
は

大
事
な
時
期
で
す
。
人
生
の
方
向
づ

け
、
基
礎
作
り
を
す
る
時
期
に
当
た

り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
目
指
す
も
の
、

志
す
も
の
を
探
し
出
し
、
そ
こ
に
向

か
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
の
、
大
き
な
志
を
持
っ
て

く
だ
さ
い
。
」
と
激
励
の
言
葉
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
、
来
賓
祝
辞
・紹
介
と
移
り
、

祝
詞
祝
電
披
露
の
後
は
、
伊
津
野
く

ん(

1SS
腹
栄
中)

よ
り
新
入
生
宣
誓

が
あ
り
ま
し
た
。 

「
文
徳
高
校
に
入
学
で
き
た
こ
と

を
、
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
私
の

好
き
な
言
葉
に
、
『お
前
の
モ
ノ
は
俺

の
モ
ノ
、
俺
の
モ
ノ
は
俺
の
モ
ノ
。
』と 

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
マ

ン
ガ
の
ガ
キ
大
将
の
言
葉
で
す
が
、 

 

                      

 

こ
れ
に
は
他
人
の
痛
み
も
自
分
の
も

の
、
と
い
う
意
味
を
含
ん
で
い
る
と

思
い
ま
す
。
他
人
の
痛
み
は
自
分
の

も
の
と
し
、
一
方
、
喜
び
は
分
か
ち

合
っ
て
、
こ
の
３
年
間
を
過
ご
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
」
と
抱
負
を

語
り
ま
し
た
。 

 

閉
式
後
、
保
護
者
を
代
表
し
て
和

田
様
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
校

歌
紹
介
、
職
員
紹
介
の
後
、
各
教
室

に
移
動
し
て
学
級
開
き
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

  

４
月
10
日
か
ら
13
日
ま
で
の
４

日
間
の
日
程
で
、
新
入
生
研
修
を
実

施
し
ま
し
た
。 

10
日
（１
日
目
）は
学
年
諸
注
意
・

学
校
長
訓
話
・淵
徳
会
入
会
行
事
・対

面
式
・部
活
動
紹
介
を
実
施
。
学
校

長
訓
話
で
は
、
学
校
創
設
の
歴
史
と
、

本
校
の
教
育
目
標
、
こ
れ
か
ら
文
徳

生
と
し
て
過
ご
す
３
年
間
を
有
意
義

に
過
ご
す
た
め
に
、
実
践
し
て
ほ
し

い
こ
と
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
し

た
。
淵
徳
会
入
会
式
で
は
、
本
校
の

同
窓
会
組
織
で
あ
る
淵
徳
会
の
成 

                        

             

り
立
ち
を
紹
介
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
放
映

後
、
笹
田
会
長(

昭
和
44
年
電
子
科

卒)

挨
拶
に
続
き
、
本
校
を
昭
和
38

年
に
卒
業
さ
れ
た
坂
本
勝
昭
氏
よ

り
激
励
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 ま

た
、
対
面
式
で
は
、
生
徒
会
紹
介

の
後
、
生
徒
会
長
の
田
代
さ
ん(

3F4 

松
橋
中)

よ
り
、
新
入
生
に
対
し
て
歓

迎
の
言
葉
が
送
ら
れ
、
新
入
生
を
代

表
し
て
、
伊
津
野
く
ん(

1SS
腹
栄
中)

が
、
先
輩
方
へ
の
挨
拶
を
行
い
ま
し

た
。
式
終
了
後
の
部
活
動
紹
介
で
は
、

20
を
超
え
る
部
活
動
と
同
好
会
が

ス
テ
ー
ジ
に
上
が
り
、
各
部
様
々
に

趣
向
を
凝
ら
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

で
日
々
の
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
会

場
は
生
徒
の
笑
い
声
に
包
ま
れ
ま
し

た
。
11
日
（２
日
目
）は
新
入
生
テ
ス

ト
を
３
時
間
実
施
し
、
そ
の
他
の
時

間
は
す
べ
て
Ｌ
Ｈ
Ｒ
に
割
り
当
て
ら

れ
、
自
己
紹
介
や
学
級
目
標
決
め
、

ク
ラ
ス
委
員
の
選
定
や
校
内
見
学
を

行
い
ま
し
た
。
12
日
（３
日
目
）は
生

徒
指
導
部
ガ
イ
ダ
ン
ス
・校
歌
練
習
・

団
体
行
動
練
習
・レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を 

            

             

行
い
ま
し
た
。
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は

ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
を
実
施
し
、
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
と
親
交
を
深
め
ま
し
た
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

13
日
（最
終
日
）は
科
別
ガ
イ
ダ

ン
ス
・
コ
ー
ス
別
学
習
ガ
イ
ダ
ン
ス
・

団
体
行
動
練
習
・
教
務
部
・
保
健
部

ガ
イ
ダ
ン
ス
・Ｌ
Ｈ
Ｒ
（研
修
の
ま
と

め
）
を
実
施
。
研
修
最
終
日
に
も
な

る
と
、
新
入
生
は
学
校
の
雰
囲
気
に

も
慣
れ
た
よ
う
で
、
元
気
に
挨
拶
を

し
た
り
、
友
人
と
笑
顔
で
過
ご
し
た

り
と
、
文
徳
生
ら
し
い
爽
や
か
な
表

情
に
変
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 
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生 一 奉仕精神を旺盛にする 

活 一 人の立場を深く理解する 

信 一 物を大切にする 

条 一 礼儀作法を実践する 
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４月 

26日(木) 検尿二次 ～4/27 

第1グラウンド(午前) 

崇城大学グラウンド(午後) 

27日(金) 体育大会練習 

28日（土）体育大会予行・設営・準備 

29日（日）体育大会 

５月 

1日(火) 4/28 の代休 

2日(水) 4/29の代休 

5日(土) こどもの日 

     ３年進研記述 ～6日 

7日(月) ３年第１回就職ガイダンス 

     １年(J・SS・S・F1・ST) 

課外開始 

9日(水) ２年歯科検診 

10日(木) ３年眼科検診 

12日(土) １年スタディサポート 

       (J・SS・S・F1・ST) 

14日(月) ３年就職・公務員模試(１) 

15日(火) ２年内科検診 

16日(水)海外語学研修 

      第２回オリエンテーション 

      ３年歯科検診 

17日(木) 学校交通安全日(626回) 

１年眼科検診 

19日(土) 文徳会総会(２限授業) 

         奨学生認定式 

21日(月) ３年一般職業適性検査 

       クレペリン検査 

22日(火) ３年内科検診 

23日(水) １年歯科検診 

24日(木) ２年眼科検診 

25日(金) 高校総体選手激励式 

29日(火) １年内科検診 

30日(水) １年耳鼻科検診 

６月 

1日(金) 高校総体・高文祭 ～3 

2日(土) 総体応援 

3日(日)第１回英語検定一次 

     第２種電気工事士(筆記) 

6日(水) ３年学校紹介 

就職希望者面談 ～29日 

8日(金) ３年進研マーク    ～9日 

10日(日) 危険物取扱者試験 

14日(木) 前期中間考査    ～19日 

15日(金) 学校交通安全日(627回) 

16日(土) 第４土曜日(2３日)と入替休日 

18日(月) 教育実習開始 

19日(火) ３年第２回就職ガイダンス 

２・３年自衛隊ガイダンス 

海外語学研修 

第３回オリエンテーション 

20日(水) ３年就職希望者企業見学会 

         読書週間      ～26日 

22日(金) 開校記念日 

23日(土) 第３土曜日(16日)と 

入替登校日J・SS・S・F1・ST  

※変更になる場合があります。 

 
新入生研修（団体行動） 

 

新入生研修（レクレーション） 

 

新入生テスト 

 

部活動紹介 相撲部 



 

 

   

                    

硬
式
野
球
部
が
３
月
22
日
～
４

月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
第
142
回
九

州
地
区
高
校
野
球
熊
本
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。
７
日
に
藤
崎
台
県
営
野

球
場
で
行
わ
れ
た
決
勝
戦
で
九
州

学
院
を
５
対
４
で
下
し
、
見
事
優
勝

を
果
た
し
ま
し
た
。
21
日
の
九
州

大
会
で
は
春
の
選
抜
ベ
ス
ト
８
の
創

成
館
に
４
対
５
で
惜
し
く
も
敗
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
夏
に
向
け
て
の

貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
軟
式
野
球
部
が
３
月
28
、

29
日
に
開
催
さ
れ
た
第
51
回
九
州

地
区
高
等
学
校
軟
式
野
球
熊
本
大 

            

                         

会
に
出
場
し
ま
し
た
。
29
日
に
山
鹿

市
民
球
場
で
行
わ
れ
た
決
勝
戦
で
ル

ー
テ
ル
学
院
を
20
対
０
で
下
し
、
見

事
、
六
季
連
続
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。 

硬
式
野
球
部 

出
場
メ
ン
バ
ー 

岩
田
く
ん(

2T2
千
丁
中) 

池
田
く
ん(

3F3
泗
水
中) 

上
村
く
ん(

3T3
飽
田
中) 

志
賀
く
ん(

3F5
花
陵
中) 

篠
原
く
ん(

3T3
湯
前
中) 

柴
田
く
ん(

3F2
東
野
中) 

陶
山
く
ん(

3T3
北
部
中) 

宗
く
ん(

3T3
菊
池
北
中) 

津
川
く
ん(

3F2
玉
名
中) 

寺
井
く
ん(

3T3
菊
池
北
中) 

萩
尾
く
ん(

3F4
大
津
北
中) 

日
迫
く
ん(

3F3
錦
ケ
丘
中) 

平
井
く
ん(

3F4
天
水
中) 

三
谷
く
ん(

3F3
竜
南
中) 

宮
内
く
ん(

3F4
五
霊
中) 

宮
川
く
ん(

3F5
九
州
学
院
中) 

村
上
く
ん(

3F5
河
内
中) 

村
島
く
ん(

3F2
城
西
中) 

森
田
く
ん(

3F2
八
代
第
一
中) 

吉
永
く
ん(

3F3
大
津
中) 

軟
式
野
球
部
出
場
メ
ン
バ
ー 

柴
原
く
ん(

3JS3
八
代
第
四
中) 

丁
畑
く
ん(

3JS4
八
代
第
四
中) 

辻
﨑
く
ん(

3F2
龍
ケ
岳
中) 

永
野
く
ん(

3T3
力
合
中) 

中
西
く
ん(

3JS2
出
水
中) 

内
田
く
ん(

3F5
鹿
南
中) 

窪
田
く
ん(

3F5
市
城
南
中) 

和
田
く
ん(

2 ST
京
陵
中) 

飯
干
く
ん(

3JS4
託
麻
中) 

轟
木
く
ん(

3F5
出
水
中) 

長
島
く
ん(

3F1
井
芹
中) 

田
尻
く
ん(

3F3
三
和
中) 

坂
本
く
ん(

3F1
玉
名
中) 

山
田
く
ん(

3F3
武
蔵
ケ
丘
中) 

小
佐
井
く
ん(

3F5
鹿
南
中) 

圓
山
く
ん(

2JS2
竜
南
中) 

上
村
く
ん(

2T2
京
陵
中) 

北
園
く
ん(

2JS2
西
合
志
南
中) 

坂
田
く
ん(

2T2
合
志
中) 

芥
川
く
ん(

2JS1
宇
土
鶴
城
中) 

                   

   

        

              

３
月
25
～
29
日
に
開
催
さ
れ
た

第
37
回
全
国
高
等
学
校
ラ
イ
フ
ル

射
撃
競
技
選
抜
大
会(

徳
島
市
ラ
イ

フ
ル
射
撃
場)

に
お
い
て
本
校
ラ
イ
フ

ル
射
撃
部
が
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま

し
た
。
佐
藤
く
ん
は
先
月
号
で
ご
紹

介
し
た
日
本
新
記
録
に
続
き
、
今
回

は
公
認
大
会
で
日
本
新
記
録
を
樹
立

し
ま
し
た
。 

 ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
優
勝 

佐
藤
く
ん(

3F5
竜
南
中) 

※
大
会
新
・日
本
新
記
録 

エ
ア
ラ
イ
フ
ル
７
位
入
賞 

與
田
く
ん(

3F2
清
水
中) 

ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
８
位
入
賞 

山
西
く
ん(

2F4
藤
園
中) 

   

４
月
18
日
、
体
育
大
会
の
結
団
式

を
、
体
育
館
の
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
で

行
い
ま
し
た
。
各
団
長
の
挨
拶
の
後
、

団
選
抜
競
技
の
選
手
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。 

 

本
年
度
は
、
２
年
前
の
熊
本
地
震

の
影
響
で
、
団
席
を
組
む
た
め
の
足

場
が
確
保
で
き
ず
、
崇
城
大
学
の
陸

上
競
技
場
を
お
借
り
し
て
体
育
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
人

文
字
が
作
れ
な
い
な
ど
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
好
機
と
と
ら

え
、
生
徒
主
体
の
体
育
大
会
が
計
画

さ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
部
活
動
生
の

手
を
借
り
る
こ
と
が
多
か
っ
た
運
営

を
、
今
年
度
は
各
委
員
会
に
任
せ
る 

    

生
徒
指
導
部
で
は
平
成
30
年
度

の
年
間
目
標
を
「命
を
守
る
」「挨
拶

の
率
先
垂
範
」
「
服
装
・
容
儀
を
正

す
」「掃
除
の
徹
底
」と
立
て
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
は
「掃
除
」の
こ
と
に

つ
い
て
、
取
り
上
げ
ま
し
た
。 

「東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
サ
ー
ビ

ス
の
原
点
は
掃
除
に
あ
り
」 

 

誰
も
が
知
っ
て
い
る
「夢
の
国
」東

京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
。
1983
年
４
月

15
日
開
園
以
来
、
毎
年
増
え
続
け
、

昨
年
、
開
園
34
年
で
な
ん
と
７
億
人

を
突
破
し
ま
し
た
。
な
ぜ
、
こ
れ
だ

け
多
く
の
人
が
こ
こ
を
訪
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
開
園
前
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

の
大
方
の
予
想
は
、
「デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
の
よ
う
な
バ
タ
臭
い
も
の
（
西

洋
か
ぶ
れ
）は
日
本
で
は
流
行
ら
な

い
。
日
本
人
の
好
み
と
は
違
う
し
、

日
本
で
は
テ
ー
マ
パ
ー
ク
は
ま
だ
早

い
」と
い
う
も
の
で
し
た
。
と
こ
ろ
が

い
ざ
始
ま
っ
て
み
る
と
、
ま
っ
た
く

予
想
と
違
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

続
々
と
人
が
押
し
寄
せ
、
バ
ブ
ル
景

気
の
真
っ
只
中
で
は
、
年
間
１
６
０
０

万
人
を
超
え
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。 

さ
て
、
予
想
以
上
の
多
く
の
顧
客
を

集
め
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

メ
デ
ィ
ア
が
取
り
上
げ
て
い
ま
す
が
、

他
の
類
似
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
が
逆
立 

 

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の

仕
事
内
容
の
説
明
が
行
わ
れ
、
説
明

を
受
け
て
い
る
生
徒
は
真
剣
な
表
情

で
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。 

            

    

ち
し
て
も
到
底
真
似
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
「施
設
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、

イ
ベ
ン
ト
の
う
ま
さ
、
本
物
の
志
向
」

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
そ
れ

と
並
ん
で
「掃
除
の
徹
底
」が
大
き
な

成
功
の
要
因
だ
そ
う
で
す
。
あ
の
５

１
万
㎡
の
パ
ー
ク
の
な
か
に
、
１
つ

も
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
な
い
、
本
当
に

美
し
く
て
清
潔
だ
、
こ
こ
に
来
る
と

清
々
し
い
気
持
ち
に
な
る
と
い
う
の

が
、
来
場
者
の
感
想
だ
そ
う
で
す
。

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
誰

が
主
役
だ
と
問
わ
れ
た
ら
、
「ゲ
ス

ト
の
皆
さ
ん
と
一
番
近
く
で
接
し
て

仕
事
を
す
る
掃
除
な
ど
の
キ
ャ
ス
ト

で
す
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
ま

す
。
掃
除
係
は
「カ
ス
ト
ー
デ
ィ
ア
ル

（日
本
語
で
は
維
持
、
管
理
、
保
持
す

る
と
い
う
意
味
）キ
ャ
ス
ト
」と
呼
ば

れ
、
四
六
時
中
、
掃
除
と
い
う
シ
ョ

ー
を
見
せ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

「自
分
が
主
役
」と
い
う
自
覚
を
持
っ

て
「掃
除
シ
ョ
ー
」を
園
内
で
一
日
中

繰
り
広
げ
て
い
る
の
で
す
。
東
京
デ

ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
人
気
職
種
第
２

位
だ
そ
う
で
す
。
「掃
除
」が
夢
の
国

を
支
え
て
い
る
の
で
す
。
文
徳
も
そ

う
い
う
自
覚
を
持
っ
て
、
「自
分
が
主

役
」の
20
分
間
の
掃
除
時
間
に
し
ま

し
ょ
う
。 
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新
入
生
の
皆
さ
ん
ご
入
学
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
度
新
し
く

文
徳
高
校
の
一
員
と
な
ら
れ
た
400

名
の
皆
さ
ん
を
心
よ
り
歓
迎
致
し

ま
す
。
文
徳
高
校
は
、
生
徒
一
人
一

人
の
夢
を
応
援
す
る
学
校
で
す
。
夢

の
実
現
の
為
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
皆

さ
ん
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
環
境
を
提

供
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
参
り
ま

す
。
３
年
後
そ
し
て
10
年
後
の
自
分

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
自
己
実
現
の
為
に
、

今
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
、
行
動
に

移
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

ま
ず
は
、
昨
年
度
の
入
試
結
果
を

ご
報
告
致
し
ま
す
。
国
公
立
大
学
に

75
名
（内
医
学
部
医
学
科
３
名
、
九

州
大
３
名
、
熊
本
大
24
名
、
熊
本
県 

                             

   

 

 

立
大
10
名
な
ど
）、
一
昨
年
度
比
で

17
名
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
私
立

大
学
に
は
、
一
昨
年
の
約
５
％
割
増

し
の
460
名(

早
稲
田
大
３
名
、
慶
應

大
１
名
、
崇
城
大
188
名
〈内 

薬
学
部

20
名
〉
）の
生
徒
が
合
格
通
知
を
手

に
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
前
年
の

結
果
を
継
続
し
つ
つ
も
、
更
に
良
い

結
果
が
出
せ
る
よ
う
生
徒
達
を
指

○ 

    

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
い
よ
い
よ
文

徳
高
校
で
の
高
校
生
活
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
３
年
間
は
、

君
の
未
来
を
切
り
拓
く
大
切
な
時

期
に
な
り
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
に
、

職
業
の
選
択
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の

仲
間
と
の
出
会
い
を
大
切
に
、
様
々

な
活
動
を
通
し
て
視
野
を
広
げ
、
自

分
の
適
性
を
見
出
し
て
下
さ
い
。
自

分
は
何
を
し
た
い
の
か
、
何
が
で
き

る
の
か
、
自
分
自
身
を
よ
く
理
解
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
か

ら
始
ま
る
高
校
生
活
は
、
楽
し
い
こ

と
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
新
し
い
壁

に
ぶ
つ
か
り
心
が
負
け
そ
う
に
な
る

こ
と
が
多
々
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

○  

              

導
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
保
護
者
の

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
新
学
期
が
始
ま
り
、
２

年
生
の
普
通
科
は
文
理
に
、
理
工
科

は
専
門
課
程
に
分
か
れ
た
授
業
展
開

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
自
分
の
得

意
教
科
を
伸
ば
し
、
更
に
は
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
、
社

会
で
必
要
と
さ
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な

人
材
と
な
る
為
に
、
英
語
力
に
も
磨

き
を
か
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

３
年
生
は
、
高
校
生
活
の
集
大
成

の
年
と
な
り
ま
す
。
将
来
の
目
標(

就

職
、
進
学)

に
向
け
、
色
々
な
活
動
と 

    

 

ん
。
し
か
し
、
ど
ん
な
時
で
も
毎
日

の
授
業
を
生
活
の
中
心
に
据
え
、
学

校
行
事
・
部
活
動
等
に
積
極
的
に
参

加
し
、
自
分
自
身
の
可
能
性
を
掘
り

起
こ
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
挑

戦
す
る
こ
と
で
、
初
め
て
見
え
て
く

る
景
色
が
あ
り
ま
す
。
受
け
身
の
進

路
選
択
に
留
ま
ら
ず
、
前
向
き
に
自

分
の
進
路
作
り
が
行
わ
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
孫
正
義
社
長
は
、

米
携
帯
電
話
ス
プ
リ
ン
ト
を
買
収
し

て
米
市
場
へ
の
参
入
を
果
た
し
た
と

き
、
「
挑
戦
す
る
者
に
の
み
未
来
は

開
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
大
き
く

世
界
に
羽
ば
た
い
て
い
き
た
い
」
と

○ 

               

両
立
さ
せ
な
が
ら
勉
強
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
大
事
な
時

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
就
職
を
考
え

て
い
る
生
徒
は
、
９
月
中
旬
か
ら
入

社
試
験
、
進
学
を
考
え
て
い
る
生
徒

は
、
７
月
中
旬
か
ら
受
験
が
始
ま
り

ま
す
。
試
験
日
ま
で
の
時
間
は
、
み

な
平
等
で
す
。
万
全
の
態
勢
で
臨
め

る
よ
う
、
一
日
一
日
を
大
切
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
2021
年
度
の

大
学
入
試
改
革
へ
向
け
、
各
大
学
に

よ
っ
て
入
試
変
更
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
の
で
最
新
の
情
報
収
集
も
忘
れ

ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。 

 決
意
を
述
べ
て
い
ま
す
。
青
色
発
光

ダ
イ
オ
ー
ド
（Ｌ
Ｅ
Ｄ
）の
開
発
で
日

本
の
赤
崎
・天
野
・中
村
教
授
が
ノ
ー

ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
と
き
、

物
理
学
賞
選
考
委
員
を
務
め
た
ア

ン
・
ル
リ
エ
ー
氏
は
、
「
３
氏
は
世
界

中
が
断
念
す
る
中
、
多
大
な
忍
耐
と

少
し
の
幸
運
で
材
料
と
な
る
窒
化
ガ

リ
ウ
ム
の
結
晶
を
得
た
。
２
千
回
以

上
実
験
し
、
つ
い
に
成
功
し
た
」と
称

え
て
い
ま
す
。
今
、
自
動
車
業
界
で

は
、
車
の
ハ
ン
ド
ル
や
ア
ク
セ
ル
を
操

作
し
な
く
て
も
目
的
地
ま
で
運
ん
で

く
れ
る
自
動
運
転
の
革
命
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
自
動
車
メ

ー
カ
ー
の
枠
に
留
ま
ら
ず
、
Ｉ
Ｔ
企

業
な
ど
多
く
の
異
業
種
が
参
入
す

る
こ
と
で
、
時
代
は
大
き
く
変
化
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。  

若
さ
に
は
、
新
し
い
社
会
を
創
り 

                

進
路
に
関
し
て
相
談
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
生
徒
だ
け
で
な
く
保
護
者
の

方
も
お
気
軽
に
進
路
指
導
室
ま
で

お
越
し
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。 

          

出
し
て
い
く
無
限
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
文
徳
高
校
に

は
、
こ
れ
ま
で
幅
広
い
分
野
で
逸
材

を
輩
出
し
て
き
た
校
風
が
あ
り
ま

す
。
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
君
の
無

限
の
可
能
性
を
信
じ
、
誰
に
で
も
で

き
る
小
さ
な
こ
と
を
疎
か
に
せ
ず
、

誰
に
も
負
け
な
い
ぐ
ら
い
一
生
懸
命

努
力
し
て
く
だ
さ
い
。
文
徳
高
校
は

頑
張
る
君
を
応
援
し
て
い
き
ま
す
。 

    

２
年
普
通
科 

ク
ラ
ス
も
変
わ
り
、
い
よ
い
よ
２

年
生
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

今
ま
で
「
文
徳
点
描
」
を
見
な
が
ら

先
輩
達
の
受
験
に
向
け
て
の
様
子
を

み
て
い
る
だ
け
で
ゆ
っ
く
り
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
あ
と
２
年
で
本
番
で

す
。
セ
ン
タ
ー
試
験
最
後
の
学
年
と

し
て
は
、
現
役
合
格
が
絶
対
と
な
り

ま
す
の
で
新
し
い
ク
ラ
ス
に
慣
れ
つ

つ
今
か
ら
目
標
に
向
け
て
頑
張
っ
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。 

２
年
普
通
科 

今
月
も
多
方
面
で
の
皆
さ
ん
の
活

躍
す
ご
い
で
す
ね
。
長
い
長
い
と
思

っ
て
い
た
文
徳
生
活
も
今
年
で
５
年

目
。
久
し
ぶ
り
の
ク
ラ
ス
替
え
に
親

子
で
ド
キ
ド
キ
の
４
月
を
迎
え
て
い

ま
す
。
１
日
１
日
を
大
切
に
し
て
自

分
の
目
標
に
向
け
て
日
々
努
力
し
て

い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 

  

 

４
月
29
日
の
体
育
大
会
に
向
け
て

応
援
団
や
企
画
係
、
美
術
部
を
は
じ

め
と
し
た
バ
ッ
ク
ボ
ー
ド
係
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
生
徒
が
準
備
や
練
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
昨
年
度

優
勝
し
た
赤
団
応
援
団
の
練
習
風
景

を
取
材
し
て
来
ま
し
た
。
応
援
団
は

３
団
と
も
春
休
み
返
上
で
練
習
を
続

け
、
授
業
や
課
外
の
後
の
限
ら
れ
た

時
間
を
利
用
し
て
応
援
指
導
の
計
画

を
練
っ
て
い
ま
す
。
以
下
は
赤
団
応

援
団
長
、
原
武
く
ん(

3JS4
藤
園
中)

の

言
葉
で
す
。 

「近
年
で
は
二
連
覇
を
し
た
団
は

な
い
と
聞
い
て
い
る
の
で
、
二
連
覇

目
指
し
て
、
一
致
団
結
し
て
頑
張
り

た
い
で
す
。
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
保
護
者
の
方
た
ち
に
、
勇
気
と

感
動
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
体
育

大
会
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
赤

団
は
強
い
！
煋
櫻
會
こ
こ
に
あ

り
！
」 

  

２
年
普
通
科 

毎
回
、
お
疲
れ
様
で
す
。
楽
し
く

読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
新
年

度
は
す
ぐ
に
体
育
大
会
が
あ
り
ま

す
。
美
術
部
な
の
で
バ
ッ
ク
ボ
ー
ド

の
製
作
を
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
な

ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

２
年
普
通
科 

あ
っ
と
い
う
間
の
１
年
生
生
活
が

過
ぎ
、
２
年
生
に
な
り
ま
し
た
。
自

分
と
向
き
合
っ
て
自
分
の
目
標
と
す

る
事
に
向
っ
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。 

         

                

２
年
普
通
科 

早
い
も
の
で
も
う
２
年
生
が
始
ま

り
ま
す
。
１
年
前
、
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
不
安
が
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま

す
が
、
体
育
祭
、
修
学
旅
行
、
文
化

祭
、
様
々
な
行
事
を
ク
ラ
ス
の
み
ん

な
と
楽
し
み
、
朝
、
夕
課
外
も
何
と

か
頑
張
り
通
す
こ
と
が
で
き
、
楽
し

い
１
年
を
過
ご
せ
た
よ
う
で
す
。
２

年
生
も
き
っ
と
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
て
い
く
と
思
い
ま
す
が
、
今
し
か

出
来
な
い
事
を
楽
し
み
つ
つ
将
来
を

見
据
え
た
目
標
を
明
確
に
し
、
１
日

１
日
を
大
事
に
過
ご
し
て
行
け
る
こ

と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
多
く

の
先
生
方
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
忘
れ
ず
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

２
年
普
通
科 

早
い
も
の
で
４
月
か
ら
２
年
生
に

な
り
ま
し
た
。
１
年
前
を
振
り
返
る

と
今
の
我
が
子
の
表
情
が
真
逆
だ
っ

た
事
を
思
い
出
し
ま
す
。
控
え
め
な

性
格
な
の
で
、
な
か
な
か
馴
染
め
ず

不
安
な
毎
日
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

少
し
ず
つ
お
友
達
も
出
来
て
、
修
学

旅
行
で
は
楽
し
い
思
い
出
、
３
月
に

な
る
と
「ク
ラ
ス
替
え
が
嫌
だ
な
ぁ
」

と
思
え
る
く
ら
い
友
達
に
恵
ま
れ

る
事
が
出
来
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

２
年
生
時
も
早
く
ク
ラ
ス
に
慣
れ
、

自
分
の
目
標
に
向
っ
て
頑
張
っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。 

ꜘ
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入学式の設営中 お疲れ様！ 



 

  

 

２
年
普
通
科 

１
年
前
、
高
森
中
学
か
ら
１
人
だ

け
文
徳
に
入
学
し
て
、
親
元
を
離
れ

初
め
て
の
寮
生
活
。
初
め
て
ば
か
り

で
不
安
だ
ら
け
の
高
校
生
活
の
ス
タ

ー
ト
で
し
た
。
親
の
私
も
友
達
は
で

き
る
だ
ろ
う
か
？ 
寮
生
活
で
朝
起

き
て
洗
濯
し
た
り
大
丈
夫
だ
ろ
う

か
？
ク
ラ
ス
で
は
勉
強
に
つ
い
て
い

け
る
だ
ろ
う
か
？
４
月
は
泣
い
て
ば

か
り
の
生
活
で
し
た
。
（親
子
共
々
）

今
に
な
っ
て
１
年
た
っ
て
だ
い
ぶ
メ
ン

タ
ル
面
が
強
く
な
っ
た
な
ぁ
と
親
と

し
て
も
安
心
し
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
替

え
で
さ
ら
な
る
夢
に
向
っ
て
頑
張
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。
先
生
方
１
年

間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
職

員
室
に
毎
日
の
よ
う
に
伺
っ
て
た
く

さ
ん
教
え
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

感
謝
し
て
い
ま
す
。
２
年
に
な
っ
て
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

２
年
普
通
科 

１
年
間
、
多
少
色
ん
な
事
が
あ
り

な
が
ら
無
事
に
進
級
し
、
２
年
生
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も

先
生
方
や
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
に
恵
ま
れ

た
お
陰
だ
と
思
い
ま
す
。
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
２
年
生
に
な
り
新
ク

ラ
ス
に
先
生
と
新
し
い
出
会
い
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
１
年
で
も
勉
強
に

趣
味
に
ｅ
ｔ
ｃ
…
。
自
分
を
信
じ
て
新

し
い
事
に
も
挑
戦
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
チ
ェ
ス
ト
！
気
張
れ
！ 

            

             

２
年
普
通
科 

文
徳
点
描
３
月
号
に
卒
業
生
の
３

か
年
皆
勤
賞
92
名
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
い
う
こ
と
が
、
と
て
も
素
晴
ら
し

い
と
思
い
ま
し
た
。
３
年
間
の
中
に

は
体
調
が
あ
ま
り
よ
く
な
か
っ
た
り

気
分
が
あ
ま
り
乗
ら
な
か
っ
た
り

す
る
事
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
が
「
と

に
か
く
学
校
へ
行
く
」と
い
う
強
い
気

持
ち
で
頑
張
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

娘
も
１
年
次
の
皆
勤
賞
を
頂
き
ま
し

た
。
あ
と
２
年
間
頑
張
っ
て
３
か
年

皆
勤
賞
を
目
指
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
学
校
へ
行
け
ば
き
っ
と
楽
し
い

こ
と
や
た
め
に
な
る
こ
と
が
あ
る
の

で
…
。 

２
年
普
通
科 

卒
業
式
の
記
事
を
読
ん
で
い
る
と

先
生
方
の
生
徒
を
思
う
温
か
い
愛
情

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
４
年
前
、
次

男
が
文
徳
高
校
を
卒
業
す
る
時
、
家

族
で
「
文
徳
高
校
で
良
か
っ
た
ね

～
。
」と
し
み
じ
み
話
し
た
事
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
娘
も
今
年
度
２
年
生

に
進
級
し
ま
し
た
。
目
標
に
向
か
っ

て
精
一
杯
頑
張
っ
て
く
れ
る
様
に
親

と
し
て
も
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
度
も

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

２
年
理
工
科 

あ
っ
と
い
う
間
の
一
年
間
で
し
た
。

勉
強
に
部
活
に
日
々
忙
し
く
し
て
い

ま
す
が
少
し
ず
つ
将
来
の
こ
と
も
考

え
始
め
て
、
実
現
に
向
け
て
努
力
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

２
年
普
通
科 

春
休
み
は
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ

り
、
娘
が
無
事
に
進
級
出
来
て
ホ
ッ

と
し
ま
し
た
。
入
学
当
初
は
学
校
に

行
く
だ
け
で
心
身
と
も
に
疲
れ
果
て
、

家
で
は
ほ
と
ん
ど
勉
強
が
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
高
校
生
活
に
慣
れ
る

に
つ
れ
、
放
課
後
学
校
で
勉
強
し
て

帰
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
迎
え
に

行
く
と
た
く
さ
ん
の
生
徒
さ
ん
が

遅
く
ま
で
勉
強
し
て
い
て
感
心
し
ま

し
た
、
優
し
い
友
達
や
熱
心
な
先
生

方
に
恵
ま
れ
て
精
神
的
に
も
支
え
ら

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
成
績
も
徐
々

に
上
向
き
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
反

抗
期
真
っ
最
中
で
、
家
で
は
何
か
と

家
族
と
衝
突
す
る
娘
で
す
が
２
年
生

で
も
ま
す
ま
す
勉
学
に
励
ん
で
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。
親
と
し
て
は
、
な

る
べ
く
余
計
な
口
出
し
を
せ
ず
に
見

守
る
よ
う
努
力
し
て
応
援
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

         ２
年
理
工
科 

文
徳
高
校
に
入
学
し
て
、
あ
っ
と

い
う
間
の
１
年
間
が
過
ぎ
無
事
に
２

年
生
に
進
級
で
き
た
事
に
誠
心
誠
意

支
え
て
下
さ
っ
た
先
生
方
に
感
謝
す

る
と
共
に
私
自
身
、
安
堵
し
て
お
り

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
２
年
生
で
は
、
目
標
を
持
ち

そ
れ
に
向
っ
て
突
き
進
ん
で
く
だ
さ

い
。
心
な
し
か
入
学
当
初
よ
り
逞
し

く
思
え
る
息
子
に
期
待
を
抱
き
、
私

も
母
親
と
し
て
全
力
で
応
援
し
て
い

き
ま
す
。
２
年
生
と
な
る
今
、
ま
ず

は
先
生
方
、
信
頼
で
き
る
仲
間
と
の

出
逢
い
に
感
謝
し
、
本
当
に
文
徳
高

校
で
良
か
っ
た
と
実
感
を
得
て
お
り

ま
す
。
本
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 

２
年
理
工
科 

今
年
は
い
よ
い
よ
２
年
生
。
昨
年

の
今
頃
は
楽
し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
入
学
し
て
い
た
な
と
思
い
出
さ

れ
ま
す
。
合
格
発
表
の
時
の
親
子
で

の
喜
び
、
こ
の
事
は
一
生
忘
れ
る
事

は
な
い
で
し
ょ
う
。
今
で
も
毎
日
楽

し
い
と
言
い
続
け
登
校
し
て
い
る
子

供
で
す
。
こ
れ
も
周
り
の
友
人
や
先

生
方
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
勉
強
に

も
集
中
し
、
良
い
高
校
生
活
を
送
っ

て
ほ
し
い
で
す
。 

２
年
理
工
科 

早
い
も
の
で
２
年
生
と
な
り
ま
し

た
。
２
年
後
は
社
会
人
に
な
る
予
定

で
す
。
残
り
２
年
の
間
に
社
会
人
と

し
て
文
徳
高
校
の
卒
業
生
と
し
て
、

恥
じ
な
い
人
間
に
な
れ
る
よ
う
ご

指
導
い
た
だ
き
た
い
と
願
い
ま
す
。

自
分
の
夢
に
向
い
、
自
分
の
人
生
を

自
分
の
足
で
力
強
く
歩
い
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。 

２
年
理
工
科 

桜
を
見
な
が
ら
、
入
学
式
の
桜
を

思
い
出
す
こ
の
頃
で
す
。
あ
っ
と
い

う
間
に
１
年
が
過
ぎ
、
充
実
し
た
学

生
生
活
を
送
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
「
文
徳
で
良
か
っ
た

よ
」と
言
っ
た
息
子
の
姿
を
た
の
も

し
く
感
じ
ま
し
た
。
熱
心
な
先
生
方

の
御
指
導
で
学
力
も
向
上
し
て
い
ま

す
。
残
り
２
年
の
学
生
生
活
と
な
り
、

後
悔
の
な
い
様
に
過
ご
し
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。 

             

          

２
年
理
工
科 

毎
日
、
手
作
り
弁
当
を
持
っ
て
登

校
し
て
１
年
た
っ
た
と
い
う
の
に
お

弁
当
箱
を
流
し
台
ま
で
持
っ
て
こ
な

い
息
子
。
「忘
れ
て
い
た
」と
言
い
ま

す
が
、
朝
か
ら
頑
張
っ
て
作
っ
て
仕

事
か
ら
帰
っ
た
ら
出
て
も
い
な
い
弁

当
箱
…
と
き
た
ら
や
っ
ぱ
り
怒
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
あ
ま
り
に
も
続
く
の

で
出
し
て
い
な
い
次
の
日
は
幼
稚
園

の
時
に
使
っ
て
い
た
お
弁
当
箱
に
つ

め
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も

出
さ
な
い
の
で
次
の
手
を
考
え
中
で

す
。
母
の
か
わ
い
い
反
撃
に
気
付
い

て
い
な
い
の
か
な
ぁ
？
皆
様
は
ど
う

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
洗
っ
て

く
れ
と
は
い
ま
せ
ん
が
せ
め
て
流
し

に
入
れ
て
く
れ
る
だ
け
で
い
の
に
…

と
思
う
１
年
で
し
た
。 

３
年
普
通
科 

高
校
生
活
最
後
の
年
に
な
り
、
親

子
共
々
、
気
の
引
締
ま
る
思
い
で
す
。

高
校
生
活
を
満
喫
し
な
が
ら
自
分

の
目
標
と
す
る
方
向
へ
と
頑
張
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
親
と
し
て
、
出

来
る
限
り
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
卒
業
す
る

時
を
笑
顔
で
迎
え
る
事
が
出
来
る

よ
う
に
し
た
い
で
す
。 

３
年
普
通
科 

文
徳
高
校
に
入
学
し
て
早
２
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
高
校
生
活
最
後
の
１

年
、
周
り
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ず
自
分

の
目
標
に
向
っ
て
一
日
一
日
を
精
一

杯
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
保
護
者
と
て
も
充
実
し
た
１
年

に
な
り
ま
す
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

３
年
普
通
科 

高
校
に
入
学
し
、
い
よ
い
よ
と
い

う
時
に
ま
さ
か
の
熊
本
地
震
。
あ
れ

か
ら
早
く
も
２
年
が
経
ち
ま
す
。
そ

し
て
我
が
子
は
３
年
生
、
つ
ま
り
受

験
生
と
な
り
ま
し
た
。
や
る
も
や
ら

ぬ
も
自
分
次
第
。
後
悔
せ
ぬ
実
り
あ

る
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。 

３
年
普
通
科 

い
よ
い
よ
３
年
生
に
な
り
ま
す
。

今
ま
で
コ
ツ
コ
ツ
勉
強
し
て
来
ま
し

た
が
４
月
か
ら
は
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ

で
バ
ン
バ
ン
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。 

３
年
理
工
科 

卒
業
式
の
校
長
先
生
式
辞
、
会
長

祝
辞
の
内
容
を
詳
し
く
紹
介
し
て
い

た
だ
き
、
感
慨
深
く
読
ま
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
数
々
の
表
彰
に
頑
張

っ
て
こ
ら
れ
た
生
徒
さ
ん
の
姿
が
浮

か
び
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
名
前
は
出

て
い
な
い
け
れ
ど
、
一
人
ひ
と
り
の

生
徒
さ
ん
の
頑
張
り
が
あ
っ
て
、
り

っ
ぱ
に
卒
業
を
迎
え
ら
れ
た
と
思
い

ま
す
。
卒
業
生
の
み
な
さ
ん
の
ご
活

躍
を
応
援
し
ま
す
。
そ
の
後
の
情
報

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

            ３
年
理
工
科 

い
よ
い
よ
３
年
生
に
な
り
ま
す
。

で
も
ま
だ
真
剣
さ
が
足
り
な
く
思

え
心
配
で
な
り
ま
せ
ん
。
進
路
の
先

生
の
お
話
に
あ
っ
た
よ
う
に
早
く
目

標
を
定
め
て
準
備
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
最
後
の
１
年
、
ま
た
ご
指

導
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

           

３
年
理
工
科 

昨
年
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
い
よ
い
よ
３
年
生
に
な
り
、
進

路
の
岐
路
に
た
た
さ
れ
て
い
る
時
に

た
く
さ
ん
の
情
報
が
わ
か
る
の
で
本

当
に
文
徳
点
描
は
助
か
り
ま
す
。
今

年
は
娘
も
文
徳
生
に
な
る
の
で
も
っ

と
も
っ
と
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

３
年
理
工
科 

高
校
生
活
の
最
後
の
１
年
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
最
後
の
１
年
を

ど
の
よ
う
に
過
ご
す
の
か
、
卒
業
を

眼
前
に
し
た
時
に
、
悔
い
は
残
っ
て
い

な
い
か
、
息
子
に
は
こ
の
１
年
を
有

意
義
に
中
身
の
濃
い
時
間
に
し
て
欲

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
部
活
動
も

同
じ
で
す
。
高
校
総
体
ま
で
約
２
カ

月
と
な
り
ま
し
た
。
部
活
動
で
も

様
々
な
事
を
学
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
ど
れ
も
が
息
子
に
と
っ
て
は
財

産
に
な
る
事
で
し
ょ
う
。
た
く
さ
ん

の
人
に
感
謝
し
、
清
々
し
い
気
持
ち

で
卒
業
を
迎
え
て
く
れ
る
事
を
願
っ

て
い
ま
す
。 

３
年
理
工
科 

３
年
生
に
な
り
ま
し
た
。
就
職
希

望
の
息
子
に
と
っ
て
大
事
な
１
年
に

な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
１
年
間
、
お

世
話
に
な
り
ま
す
。 

３
年
理
工
科 

こ
の
前
入
学
し
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
が
、
も
う
就
職
に
向
け
て
の
勉
強

が
は
じ
ま
り
ま
す
。
自
分
の
目
標
を

早
く
決
め
て
そ
れ
に
む
け
て
頑
張
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。 
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生 一 奉仕精神を旺盛にする 

活 一 人の立場を深く理解する 

信 一 物を大切にする 

条 一 礼儀作法を実践する 

 
 

 
体育大会 準備運動中 

 

  

バックボード作成中 

 

  
部活動紹介 吹奏楽部 

 

 

 

 

桜の下を下校中 

 

  
部活動紹介 空手道部 

 

  
部活動紹介 男子バスケットボール部 

 

  
１年生 授業開始 

 

 


